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チェコ共和国  

国の概要 

面積 78,866km² 

人口 1,088 万人 

首都 プラハ 

教育行政組織  

 国 教育青年スポーツ省（Ministerstvo školství, mládeže a tělovýchovy） 

 地方 

基礎学校（初等＋前期中等教育段階）は市町村。 
後期中等教育機関であるギムナジウム，中等技術学校，中等職業学校は，14
の地域圏（州）。 

教育課程基準 

教育青年スポーツ省が定める『教育プログラムフレームワーク（以降フレー

ムワークと略記）』が教育課程の国家基準。フレームワークは，『基礎学校の

ためのフレームワーク』『ギムナジウムのためのフレームワーク』『専門教育

のための教育プログラムフレームワーク』の 3 つに類される。 
なお，フレームワークは教育目的，キーコンピテンシー，領域について定め

ている。2017 年の基礎学校フレームワーク改訂以来，インクルーシブ教育の

方向で改訂が行われている。 

教科書制度  

 教科書の定義 

『教科書の承認・取り消し，及び教科書を教科書リストに掲載するための手

続き・条件に関する教育青年スポーツ省通達』（2013 年）が教科書を定義付

けている。教科書とは，教育的に準備されたテキスト及び図版資料である。 
また，教科書は印刷された紙媒体や CD-ROM に記録されたものでなければ

ならない。コンピュータにダウンロードするコンテンツやインターネットブ

ラウザ経由でアクセスするクラウド上のコンテンツは教科書として承認さ

れない。 

 発行主体 
発行主体は，民間出版社，官庁，大学等である。2025 年 9 月の時点で教科書

の発行承認を受けた出版事業主は，基礎学校教科書で 56 団体。 

 
国定，検定，認

定などの制度 

『学校教育法』（Zákon č. 561/2004 Sb.）は，教育青年スポーツ省が検定を行

い，フレームワーク及び『学校教育法』が定める教育目標に適合しているか

どうかを判断して，教科書に承認を与えたり取り消したりすると定めてい

る。ただし，中等教育段階の健康領域の教科書は，教育青年スポーツ省と保

健省との合意により承認を付与する。 

 
採択・選定など

の制度 

『学校教育法』は，フレームワークに反しない限り，学校はどのような教

科書を使用してもよいと定めている。校長は，学校で採択する教科書が，フ

レームワーク，及び『学校教育法』に定められた教育目的に反していないか

どうかを確認し，教科書の採択に責任を負う。ただし，実際に教科書や教材

を選定するのは教師である。 

 使用義務の有無 
各学校には検定教科書の使用義務はない。検定を経て付与された「承認」と

は，学校が教科書を購入する際の国費使用の条件である。 

 有償・無償 

基礎学校（義務教育 9 年間）は無償。 
後期中等教育機関（ギムナジウム，中等技術学校，中等職業学校のポスト義

務教育）は有償。 
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 給与・貸与 

基礎学校が検定教科書を使用する場合，教科書を購入し，無償で貸与する。

基礎学校第 1 学年の児童は，教科書を返却しなくてもよい。第 1 学年以外の

児童は，当該学年の年度末までに教科書を学校に返却しなければならない。 
後期中等教育段階では，教科書は生徒が各自で購入する。 
後期中等教育段階の校長は，少なくとも生徒数の 10 パーセントに相当する

冊数を無償貸し出し用の教科書・教材としてプールしておかなければならな

いと定められている。 

 教科書の特色 

基礎学校の教科書は，A4 判，あるいは A5 判よりもやや大きいサイズで，厚

さ 5ｍｍ程度の冊子である。紙質は上質な厚手でカラー印刷であり，イラス

トや写真が多用されている。ギムナジウムの教科書は，A4 判厚さ 5 ミリ程

度。紙質は上質だが基礎学校より薄手で，2 色刷りが多い。 

デジタル教科書の状況 

デジタル教材の開発は民間出版社，公共機関のプロジェクトの中で進められ

てきた。2007 年には，紙媒体の教科書の PDF 版に，追加関連情報，ビジュ

アル資料（写真，音声，ビデオ），ウェブサイトへのリンク等を掲載したイン

タラクティブ教科書が登場した 
2025 年現在，発売されているデジタル教科書やデジタルワークブックは，

様々なマルチメディア機能，インタラクティブ機能を備えている。対話型演

習，ビデオ学習，写真集，関連情報，ウェブリンク，オーディオ機能等が数

多く搭載されている。書き込んだり，自作のインタラクティブ素材を挿入し

たりすることもできる。なお，ネットでアクセスできるコンテンツは教科書

としては承認されていない。 

 
 
 
 
 
 




